
下水汚泥と食品廃棄物の混合消化特性
に関する実験（年間報告）

下水道施設課
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１ 目的
東部下水処理場では、下水汚泥の処理工程で発生する消化ガス（バイオガス）を利用

して、平成２８年２月からバイオマス発電事業を実施しています。当該事業は、稼働か
ら７年を経過し、現在、設備の稼働率が課題となっており、特に夏季は、流入下水温が
高く微生物の活性が高いため、汚水が消化タンクに至るまでの間に有機物の分解・無機
化が進むことから、夏季の消化ガス発生量の減少及び発電量の低下が問題となってい
ます。

夏季の消化ガス発生量の減少を補完するための対策を検討し、さらに年間
を通じて消化ガス発生量を増量かつ安定化させて発電設備の効率的な運用
を実施し、下水道事業経営の健全化を図ることを目的とします。

目的
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２ 方向性

ḧϬ ΰο Ṑˢ͎͌ ˣχᶨ Υ ʻ
τᴨṗτΣΪϥ ᴟϹІ χᾚ τϢϥ χ ᴞʻ

課題 НϱϷЫІ ⱧỘˢᴶ Τϣ͓ Ὂᵃˣχᴶ χΰ

目標 ᴨṗχ ᴟϹІ ᾚ Ϭ ḁΰʺϢϤ῟ σ Ϭ“Ξʻ

手段 地域バイオマス（食品廃棄物）活用

ӽНϱϷЫІᶨ χ ρםᾝᴦ τνΜοʺ ῖ ẉό ▀
χⱧỘρΰοῈẸ Ϭ οᾁ ʻ

(１) 国土交通省下水道エネルギー拠点化コンシェルジュ事業(平成30年度、令和元年度)

(２) 農林水産省食品廃棄物エネルギー利用調査事業(令和元年度、令和２年度は不参加)

(͍) ṏ Ϭםᾓ τ ṫ ᴟЌрϼτ βϥ͛ͨ ₰̎χם☼
(͎) ӽНϱϷЫІ Ẹ ᴦ ΥΚϥⱧỘּי ρχᾤ Ẹṳ

̞͛ͨˢТϰЅРϰГϰʾІЌДϰˣ ₰ʿⱧỘᴟχᴦ ₰πם“ᴦ ʺ⅜▄ χ ₰
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３ FS調査及び協力事業者

(２) 香川県農業協同組合 ẉόさぬき麺業株式会社 Ϭ
ᾤ ΰʺῈẸ ϬΜθιΨ Ϭ︡Ϥ ΪϘΰθʻ
₈ᵕʺFS ₰π► βϥ♯ τνΜοϜʺήυΦ Ộ(ᶴ)
Τϣ Ῥ π βϥˮ ṏΞςϭ˯ϬῈ ằΜθιΦʺ
ΰϘΰθʻ☼ם

(１) ᴞ π日本下水道事業団 ẉόＪＦＥエンジニアリング㈱
ότ㈱フソウ Υם☼ΰοΜθẶ ᾆẕϬ ῇʺR3 םʺ ФжрЕẉό
ם ♯ᾓЛϳМϳϬ ήδοΜθιΦʺFS ₰Ϭם☼ΰϘΰθʻζχⱧ ₰
πᵕ ♯ᾓˢжЩ♯ᾓˣϬם☼ΰʺᶆᾁ χЮЌр •ЪГрЄаиϬᶎ ΰο
ʺ Ῠσ ᴣϬ οΣϤʺFS ₰τΣΜοϜ χὫᴮϬ οΜϘβʻ
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４ 実験（R4.6～R5.5）の実施方針
(͍) ↓ṐϬ † ΰʺ実機投入♯ᾓϬם☼ʻ

↓ ̰ ᴥπ ᴂ῟ χΰ ʻ
Ὂ χ ḚʺṐṀτΣΪϥ ⅍ ♁ʻ

(͎) 実機投入を開始後ʺ ֫ χД˔ЌϬḢ╔ʻ
(͏) 食品廃棄物χ ằּיρẸ Ϭ Ὣʻ
(͐) 食品廃棄物χ ằּיϬ ϞΰʺНϱϷЫІ Ϭᶎ ʻ
(͑) 食品廃棄物χ֫ ẉό ⌠Ộψʺ ʺ ԌΥ ᴂʻ
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５ 期待する効果と附帯効果
(͍) ᾓτṍם βϥ῟ᴮ

τᴞ∑ם ױ Ϭ ΰοΜϥ τʺᵰ Τϣ ṏ
ˢӰ ˣϬםṐ ΰο₤› βϥάρτϢϤʺ֫ τ◦
Υ ϥϢΞσӰ ᾝ Υ ΰσΜάρʻ

(͎)「ゼロカーボンシティたかまつ」χ τ‟ᾅʻ
ϸ˔ЩрИв˔Ежиσ (НϱϷϹІ)Ϭ ΰο ʻ

(͏)「高松市食品ロス削減推進計画」χ τ‟ᾅʻ
ṏ ϬНϱϷЫІ ΰʺⱧỘὉ кІϬ⌡ᾚʻ

(͐) ᾕ ▀ ΞςϭϬНϱϷЫІ♯ ρΰο
ᴞ ⱧỘχῲ ᶨ τ‟ᾅʻ

(͑) ᾕⱧỘּיήϭχϱЮ˔ЅϯАФʺ▀ ⌡ᾚτ‟ᾅʻ
῀ ˢϳϰрϳϰрˣϬ׃ ϥʻ



６ 実験（R4.6～R5.5）における成果

(１) 実験試料の運搬及び投入
12Ὦτ ↓ṐϬ † ΰʺᾝ τ ΰο Ϭ

ᵫ◐ʻζϦϘπχ︣⌠ỘτϢϥ ṏΞςϭχ᷃ ʺ ↓ʺ
Ῥ Ϭ τ῟ ᴟʻˢⱳЧ˔Ѕ╥ ˣ
֫ ẉό ⌠Ộψʺᵓὓ ԌϬ Ԍΰο ᴂʻ

(２) 実機投入を開始後の運転データ収集
ϯ ם

ᾓᵫ◐ΰθ6Ὦӟχם ṏΞςϭ ם ψᴞ χρΣϤʻ

Ξςϭ ṏ χ ψʺR5.͑ Ὦ Ϙπτ 19.͐ΒˢὮ ỡ 1.6Βʺ ỡ
53.2 ˣϬ ױ τ ΰο₤› ʻ
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うどん廃棄物の投入実績 （Ｒ４.６月～Ｒ５.５月）

月

６月 10 ㎏ 2 回 20 ㎏ 23 回 30 ㎏ 0 回 40 ㎏ 0 回 50 ㎏ 0 回 7.2 ㎏ 487.2 ㎏ 16.2 ㎏

７月 10 ㎏ 0 回 20 ㎏ 18 回 30 ㎏ 22 回 40 ㎏ 0 回 50 ㎏ 0 回 10.75 ㎏ 1030.75 ㎏ 33.3 ㎏

８月 10 ㎏ 0 回 20 ㎏ 1 回 30 ㎏ 43 回 40 ㎏ 0 回 50 ㎏ 0 回 2.5 ㎏ 1312.5 ㎏ 42.3 ㎏

９月 10 ㎏ 36 回 20 ㎏ 4 回 30 ㎏ 0 回 40 ㎏ 0 回 50 ㎏ 0 回 0 ㎏ 440.0 ㎏ 14.7 ㎏

１０月 10 ㎏ 5 回 20 ㎏ 34 回 30 ㎏ 0 回 40 ㎏ 0 回 50 ㎏ 0 回 0 ㎏ 730.0 ㎏ 23.5 ㎏

１１月 10 ㎏ 0 回 20 ㎏ 2 回 30 ㎏ 0 回 40 ㎏ 58 回 50 ㎏ 0 回 2.9 ㎏ 2362.9 ㎏ 78.8 ㎏

１２月 10 ㎏ 0 回 20 ㎏ 0 回 30 ㎏ 0 回 40 ㎏ 12 回 50 ㎏ 46 回 3.1 ㎏ 2783.1 ㎏ 89.8 ㎏

１月 10 ㎏ 0 回 20 ㎏ 26 回 30 ㎏ 4 回 40 ㎏ 8 回 50 ㎏ 3 回 0 ㎏ 1110.0 ㎏ 35.8 ㎏

２月 10 ㎏ 0 回 20 ㎏ 5 回 30 ㎏ 5 回 40 ㎏ 24 回 50 ㎏ 10 回 3.0 ㎏ 1713.0 ㎏ 61.2 ㎏

３月 10 ㎏ 0 回 20 ㎏ 7 回 30 ㎏ 5 回 40 ㎏ 27 回 50 ㎏ 23 回 29.0 ㎏ 2549.0 ㎏ 82.2 ㎏

４月 10 ㎏ 0 回 20 ㎏ 0 回 30 ㎏ 0 回 40 ㎏ 60 回 50 ㎏ 0 回 20.1 ㎏ 2420.1 ㎏ 80.7 ㎏

５月 10 ㎏ 0 回 20 ㎏ 0 回 30 ㎏ 0 回 40 ㎏ 62 回 50 ㎏ 0 回 2.5 ㎏ 2482.5 ㎏ 80.1 ㎏

合計 43 回 120 回 79 回 251 回 82 回 81.05 ㎏ 19421.1 Kg 638.6

合計（㎏）
その他の

ﾊﾞｲｵﾏｽ(㎏) 日平均（㎏）うどん投入量（㎏）×　回数（回）
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ᴞ ױ ρ ṏ χ ᴟ ϒχ Ῥ

ԌΥ֫

ױ τ
βϥ

ᴟЌрϼτЪрФπ

ὓ

ױ

ᴞ ױ ρ ṏ χ₤›

Ὲ ằχ♯
(Ξςϭ ṏ ˣ



ϱ ☼Ṑם χ֫ ệ
ᴞ ױ ρ ṏ χ₤› ᴟχⱧỘᴟτΰΪθṪ σᴿ χ ʻ

(ϯ) Ξςϭ ṏ χ χֲố
̰ Ξςϭᾖ ˢ ʺ κ ˣτḯϘϦϥϽиГрʺДрФрלχֲốπ
ᶉ Ṑʺ τ ΰο ʻ( ├ʿ╩ ψІжз˔ᴟϬᾁ )

(ϱ) Ξςϭ ṏ τḯϘϦϥת χֲố
̰ ᴞ ױ ϒχ₤› Υ Μθϛʺֲốχ ψᶎ πΦσΜʻ

(ϳ) Ṍ χ֫ ệ
̰ Ξςϭ ṏ χ и˔Еχ Ḛʺ τΣΜοʺ֫ ệψӗ ΰο
ΣϤʺ ⅍ʺ ʺᵃ ᴻ χ◦ ψ ΰοΜσΜʻ

(ϵ) Ξςϭ ṏ χםṐ τϢϥ χ ᴂᶎ ʻ
̰ ᴟЌрϼχ֫ ệψʺ ρ ϓο Φσ ψσΨʺϘθả

ᴂ ( χӰ ᾝ )ϜσΨ τ πΦοΜϥʻ ᴦ ρ ʻ
(Ϸ) Ξςϭ ṏ χםṐ τϢϥ ם

̰ ᾓם ︣ χRᾕ ρχ
ᶓπ Υ ᴥΰοΜϥΥʺ

άϦψНϱϷϹІϬ ᾛ
ΰοΜθἋ χ ꜠  τ
ϢϤʺ χϹІΥ ᴥΰθ
άρτϢϥʻ
ᾝ∕χ ӽНϱϷЫІ
ψʺᴞ ױ ϒχ₤› Υ
Μθϛʺ Ⱬ σ῟ᴮχᶎ ψ
πΦσΜʻ
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(３) 地域バイオマス提供者と協定等を締結

ӟ χ3ּיρ「廃棄うどんの試料提供に関する協定」Ϭ
Ὣΰο ӽНϱϷЫІ ᶨ χⱧỘᴟτΰΪθằẚּי
ρχϯжϱϯрІϬ  ΰϘΰθʻ
ԏΦ ΦʺΞςϭ ṏ ӟᵰχ地域バイオマスϜḯϛθ

提供者χ Ϭ ΰοʺ σНϱϷЫІ Ϭᶎ Ϭ ϤϘβʻ

(４) 地元名産品を活用した下水道事業（脱炭素化の取組みを含む）の広報活動

Ϙθʺ ṏΞςϭ♯ χῈ ằּיήϘτΣΤϦϘΰοϜʺЫІЀЬ︡∙ϞHPσς
πḕẽτ ΰθⱧỘְ֫ϬἿ∏ήϦοΣϤʺ₈ᵕχ︡ ϙψʺ τЮзАЕΥ
ΥΚϥϳϱрϳϱрχḩἰϬ  πΦοΜϘβʻ
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ήυΦ Ộ(ᶴ) 4 06Ὦ03 Ὣ

(ᶴ)ψσϘϥ 4 10Ὦ28 Ὣ

(ᶴ)╦ ᴪ 5 02Ὦ13 Ὣ

Ξςϭ ṏ Ϭ ΰθНϱϷЫІ ψʺ ΥΚϤʺГйРộʺ ᶆּז
Τϣ︡∙Ϭ Ϊοʺ ᴞ τΣΪϥ︡ ϙΥ ήϦθάρπʺ‰ ◕
χᴞ ⱧỘχῲ ᶨ τϜ‟ᾅʻ

ᾝ∕ʺ‰ ◕π︡Ϥ ϚˮЉкϸ˔ЩрЄГϰ˯ˮ кІ⌡ᾚ˯χ τΰΪ
θἴ ᶨ τϜԁ Ξ῟ᴮΥΚμθϜχρ ʻ



７ 今後の取組み
(１) 「下水汚泥と有機性廃棄物の混合消化特性に関する実験」の継続

ᾝ∕ʺ ṏΞςϭˢ▀Ộ ṏ ˣϬῈ ằΜθιΦʺ ᴞ τΣΜο
ᾓϬᵫ◐ΰο͍ם ϬὊᵃΰʺ₈ῇʺ ʺ♯ Ϭ  ΰο対照実験※ϬὋ
ΰο“ΜϘβ。̞ ♯ᾓʿ ὯAχ῟ᴮϬ ϓϥθϛʺ α Ὧᴞπʺ ὯAχϙ Πο“Ξםᾓ

(２) 地域バイオマス等の確保
ⱧỘᴟτΰΪοІϾ˔иЮзАЕϬ ϥθϛτ ˑσ ӽНϱϷЫІϬᶎ βϥ
ΥΚϤʺϯжϱϯрІχ ӤϬῲΫο Ϭ ϛϘβʻ

(３) ＳＤＧｓ（17の目標と169のターゲット）の達成
17χ χΞκ「12つくる責任つかう責任」3ẉό5 Ќ˔ϿАЕτˮ ṏ
χ σ⌡ᾚ˯ΥꜘήϦʺϘθʺ「7エネル
ギーをみんなに。そしてクリーンに」2
Ќ˔ϿАЕτˮ™ ᴦ ϵКиϻ˔χᶤ›
˯ΥꜘήϦοΣϤʺᴞ χНϱϷЫІ
ⱧỘψʺϸ˔ЩрИв˔Ежиσ

π βϥάρΤϣʺᴞ ױ τ ṏ
Ϭ ᴥΰοНϱϷϹІ χ Ϭ Ϥʺ
™ ᴦ ϵКиϻ˔Ϭ ᴥήδϥάρπ
ＳＤＧｓの達成τ‟ᾅΰϘβʻ
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公共施設Τϣ βϥ Ṑ ṏ χ ϦτνΜοḩἰᶆ ρ Ϭ ϥʻ

民間事業者( ỘʺԐ Ộʺ Ộ )Τϣχ Ṑ ṏ χ ằּיϬ ϥʻ


